
  

こんにちは、ふれディア通信編集部です。 今の季節、子供たちは「夏休み」の時期ですが、「夏休み」という

言葉の響きはいいですよね！ 夏になると「何をしようかな」「どこに出掛けようかな」と、何か素敵な思い出

が作れそうな気分になります。 皆さんは、夏の旅行計画はありますか？ 世界遺産を巡る旅も相変わらず人

気のようで、なかでもスペイン、バルセロナのサグラダ・ファミリア聖堂は注目度が高いそうです。 未完成

であるにもかかわらず世界遺産に登録されているこの聖堂は、2026 年には完成することが発表されています。 

完成には３００年もかかるとされ「永遠に完成されない建物」と呼ばれていた聖堂が、ついに完成するとあっ

て大きな話題になりました。 建築が始まったのは 1882 年ですから、すでに１４０年ほど経過していること

になり、建築途中の聖堂を観ることができるのはあと少し。 となれば、「今のうちに見ておきたい！」とい

う気持ちに駆られるのも納得できますね。 建築家・ガウディは３１歳の時、２代目としてこの建物の建築を

引き継ぎました。 当初の計画より、もっとスケールの大きなものを作ろうとしたのですから、本人が完成し

た姿を見ることは絶対不可能だとわかっていたはず。 にもかかわらず、人生を賭けてこの建築に邁進したの

は、自分の死後も誰かが引き継いでくれること、そして必ず完成にこぎつけることを確信していたのでしょう。 

壮大で荘厳なサグラダ・ファミリア聖堂の建築者たる所以だなあと、感服せずにはいられません。 2026 年

はガウディ没後１００年に当たる年でもあり、どうか無事に完成してほしいですね。 さて、建築に長い時間

がかかった建物といえば、バッキンガム宮殿もそのひとつ。 バルコニーから手を振る王室の方々が見られる、

英国の象徴ともいえる存在ではないでしょうか。 もともとはバッキンガム公爵のために建てられた邸宅で、

150 年もの歳月をかけて建築が進められてきたのだそうです。 また、イタリアのピサの斜塔も、完成に要し

た時間は 200 年！ 現代のように機械化、ＩＴ化が進んでいるわけではありませんから、今以上に時間がかか

るのは当然です。 しかし、人の寿命を超えた１００年単位の時間をかけて創り上げようとすることに、とてつ

もないロマンを感じますね。                          ふれディア通信編集部 


